
国における依存症関連対策
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13国の依存症対策全体像 ２

出典：厚生労働省
（R6.3障害保健福祉関係主幹課長会議HP



国の依存症施策予算案（R7年度） ３R6年度予算案 8.4億円
R7年度予算案 11億円

地域における依存症医療・相談支援体制の整備、民間団体の支援

出典：厚生労働省HP（R7年度概算要求の概要）



国の依存症患者数の推移 ４

出典：厚生労働省HP
（R6年度版 厚生労働白書 第２節）



全国の保健所及び精神保健福祉センターにおける相談件数

出典：保健所 地域保健・健康増進報告、精神保健福祉センター
衛生行政報告例をもとに作成
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国の依存症対策：アルコール健康障害対策① 6

出典：厚生労働省HP
（R3.4月厚生労働省

社会保障審議会障害者部会）



6国の依存症対策：アルコール健康障害対策②

出典：厚生労働省HP
（R3.4月厚生労働省

社会保障審議会障害者部会）
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出典：R6 .2月厚生労働省HPを一部改変

１．作成の趣旨
アルコール健康障害対策基本法（平成25年法律第109号）第12条第１項に基づき、アルコール健康障害

対策の総合的かつ計画的な推進を図るために策定されたアルコール健康障害対策推進基本計画の第２期計
画※では、基本的施策として、飲酒に伴うリスクに関する知識の普及の推進を図るため、国民のそれぞれ
の状況に応じた適切な飲酒量・飲酒行動の判断に資する「飲酒ガイドライン」を作成することとされてい
る。これを受け、必要な専門的知見に基づき当該ガイドラインを作成するため、「飲酒ガイドライン作成
検討会」を開催し、検討を行った。本ガイドラインは、アルコール健康障害の発生を防止するため、国民
一人ひとりがアルコールに関連する問題への関心と理解を深め、自らの予防に必要な注意を払って不適切
な飲酒を減らすために活用されることを目的としている。

２．ガイドラインの概要
本ガイドラインの内容は、基礎疾患等がない20歳以上の成人を中心に、

１） アルコールの代謝や飲酒による身体等への影響
２）飲酒量（純アルコール量）と健康に配慮した飲酒の仕方等について
３）飲酒に係る留意事項
等をまとめたもの。純アルコール量に着目し、自分に合った飲酒量を決めて、健康に配慮した飲酒 を
心がけるための留意事項等を提示した。

３． 施行日

R６年２月１９日

４

健康に配慮した飲酒に関するガイドライン

国の依存症対策：アルコール健康障害対策 ③ 8



国の依存症対策：薬物依存症対策①

出典： 厚生労働省HP
（ R5.8月薬物乱用対策推進会議）一部改変

第六次薬物乱用防止五か年戦略 (概要)

戦略策定に向けた５つの視点
・大麻乱用期への総合的な対策の強化 ・再乱用防止対策における関係機関の連携した“息の長い支援”強化

・サイバー空間を利用した薬物密売の取締強化 ・国際的な人の往来増加への対応強化

・薬物対応対策についての国際社会との連携/協力強化と積極的な発言

５つの目標

目標１ 青少年を中心とした広報・啓発を通じた国民全体の規範意識の向上による薬物乱用未然防止

目標２ 薬物乱用者に対する適切な治療と効果的な社会復帰支援による再乱用防止

〇刑事司法関係機関等による社会復帰支援の推進

〇大麻事犯の特性に対応した指導・支援の推進

〇認知行動療法の治療や回復プログラムの更なる充実

〇治療が可能な医療従事者育成のための研修の充実

〇薬物依存症等に関する正しい知識・意識に理解の促進

〇支援方針の研究及び支援による効果検証の推進

<関係機関がより一層連携した
「息の長い支援」の実施>

<治療等を提供する医療機関等の充実・強化> <大麻事犯者の再犯防止等に向けた
効果的な対応の検討>

目標３ 国内外の薬物密売組織の壊滅、大麻をはじめとする薬物の乱用者に対する取締の徹底及び多様化する乱用薬物等に対する迅速な対応に薬物の流通阻止

目標４ 水際対策の徹底による薬物の密輸入阻止

目標５ 国際社会の一員としての国際連携・協力を通じた薬物乱用防止

9

施行日：R５年８月８日



9国の依存症対策：薬物依存症対策②

「第六次薬物乱用防止五か年戦略」フォローアップの概要

出典： 厚生労働省HP
（ R6.7月薬物乱用対策推進会議）一部抜粋
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目標２ 薬物乱用者に対する適切な治療と効果的な社会復帰支援による再乱用防止



国の依存症対策：ギャンブル等依存症対策①

出典：H30 10月厚生労働省HP
（社会・援護局障害保健福祉部）
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11国の依存症対策：ギャンブル等依存症対策② 12

出典：厚生労働省HP
（R6.3障害保健福祉関係主管課長会議）



1０

出典：R6.10月 久里浜医療センター
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国の依存症対策：ゲーム依存症対策①

出典：R3.3月ゲーム依存症対策関係者連絡会議
資料を改変

ゲーム依存症に関する厚生労働省の取組状況

１.普及啓発関係

・ ホームページ、パンフレット、フォーラム等を通して、依存症に関する正しい知識、

理解の促進を図る。

２.相談対応関係

・ゲーム依存症に関する相談従事者の研修、ゲーム依存症の相談マニュアルの作成

３.治療・支援関係

・ゲーム依存症に関する医療従事者の研修、ゲーム依存症の治療ガイドラインの作成

・ゲーム依存症の回復プログラムの作成

４.調査研究関係

・ゲーム障害の診断・治療法の確立に関する研究(R２年度〜R4年度 厚生労働省科学研究)

・ゲーム依存症に関する知見の収集、ゲーム依存症の相談マニュアルの作成 (R4年3月発行)

・ゲーム依存症の治療ガイドラインの作成、ゲーム依存症の回復プログラムの作成
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